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本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
長
年
続
け
て

き
た
取
組
を
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
関
係

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
児
童
が
取
り
組
ん

で
き
た
鶏
舞
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
保

存
会
が
連
携
し
て
指
導
に
あ
た

り
、継
承
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
が
中
心
と
な
り

続
け
て
き
た
親
子
文
集
は
、
今
年

度
で
第
二
十
二
集
を
数
え
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
創
立
三
十
周
年
の
際

は
、
地
域
の
方
々
に
も
寄
稿
を
依

頼
し
、
記
念
文
集
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
学
校
支
援
と
し

て
、
行
事
や
環
境
整
備
に
も
積
極

的
に
協
力
す
る
等
、「
自
分
の
母

校
・
地
域
の
学
校
」
と
い
う
高
い

意
識
で
、活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
の
力

を
結
集
し
、
学
校
を
支
え
て
ま
い

り
ま
す
。�（
事
務
局　
渡
邉　
肇
）
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全
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賞

　
こ
の
度
は
、唐
丹
小・中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
を
授
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、関
係
各
位
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

唐
丹
小
・
中
学
校
PTA


は
、

会
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
令
和
2

年
度
よ
り
、
小
・
中
合
同
PTA



と
し
て
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
、
唐
丹

小
５２
名
、
唐
丹
中
２３
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
数
４３
名
の
小
規
模
校
で
す
が
、

地
域
の
結
束
が
固
く
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
が
自
慢
の
PTA


で
す
。

　
今
夏
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り

越
え
、
平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た

親
子
行
事
「
唐
丹
海
遊
び　
大
石

へ
行
こ
う
！
海
水
浴
＆
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
会
」
を
4
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
今
後
も
、
地
域
と
保
護
者
、

学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
21
世
紀

を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
で
き
る
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

す
。�

（
事
務
局　
志
田　
清
隆
）

　
今
回
の
受
賞
は
、
先
輩
方
が
学

　
こ
の
度
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
は
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

等
を
再
開
す
る
地
域
も
増
え
、
地

域
と
中
学
生
が
一
体
と
な
っ
た
活

動
が
戻
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
例
年
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
総

務
広
報
委
員
会
の「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
」

の
年
２
回
発
行
、
学
校
支
援
委
員

会
の
「
高
校
視
察
訪
問
」、
校
外

委
員
会
に
よ
る
年
３
回
の
地
域
奉

仕
活
動
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
書
籍
整
備
等
の
様
々
な
活
動

を
、
学
校
と
地
域
が
一
つ
に
繋
が

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
の
設
置
や
、
選
択
制
給
食

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
の
試
食
会
を
学

年
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
親
会
に
取
り
入
れ
る

等
、
安
心
や
笑
顔
に
溢
れ
る
企
画

で
心
を
繋
い
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
担
い
手
で
あ
る

中
学
生
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
と

の
「
繋
が
る
想
い
」
を
形
に
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
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地域リサイクル活動

1 学年 PTA 懇親会（ランチボックス試食会）

唐丹海遊び　大石へ行こう！

運動会会場準備への支援

校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と

協
働
し
た
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
今
日
ま

で
引
き
継
い
で
き
た
私
た
ち
が
代

表
し
て
い
た
だ
い
た
賞
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、

地
域
と
協
力
し
て
行
う
「
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
日
」「
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
」、
学
校
と
連
携
し
て
行
う「
環

境
整
備
」
と
「
広
報
発
行
」、
地

域
や
学
校
と
連
携
し
た
「
親
子
防

災
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
。
誰
も
が
無

理
な
く
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業

運
営
が
長
く
続
け
ら
れ
た
秘
訣
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
「
結
い
」
の
精
神
が
地
域
に
根

付
い
て
い
る
こ
と
が
活
動
の
大
き

な
助
け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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